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かえんほうじゅかんそうしゃりずし火焔宝珠嵌装舎利厨子

だいはんにゃきょう　大般若経

市指定
所在地：黒田

市指定
所在地：今田町本荘

仏舎利
ぶっしゃり

信仰に基づく舎利の荘
厳は、塔に代表される大型のも
のがある一方、古代、中世を通
じて舎利容器や舎利厨子などの
工芸としても発展した。
当舎利厨子は、室町時代の典
型的なもので、中央の水晶窓は
彫金の火焔宝珠で装飾され、両
扉には菩薩像が描かれている。
当時流行した嵌装の舎利荘厳の
一つとして貴重なものである。
背面に「奉寄進地蔵菩薩御宝
前高樋讃岐律師實如永禄元戌午
年月日」の朱書があり、西暦
1588年、安土桃山時代の製作で
あることが確認できる。
高さ20㎝、幅17㎝、奥行12㎝。

本荘住吉神社所蔵の大般若経
は、西光寺山山腹に所在した金
鶏山西光寺に六百巻あったもの
が、同寺の廃寺により分散し、
そのうちの二百巻が住吉神社に
移されたと伝えられている。
その二百巻のうち奥書紀年銘
のあるものは16巻あり、最古の
ものは「保安5年（1124）／蔵
次／甲辰／二月十九日」銘のも
のである。また「貞治六年
（1367）丁未霜月廿七日／丹州
西光寺東北坊云々」銘のものも
あり、西光寺の当時の様子がう
かがわれるとともに、二百数十
年にわたって筆書されたもので
あることがわかる。


